
旧
制
第
一
高
等
学
校
に
お
け
る
政
治
学
講
義
草
稿
」
に
つ
い
て

松

沢

弘

陽

こ
こ
に
紹
介
す
る
の
は
、
東
京
女
子
大
学
丸
山
眞
男
文
庫
所
蔵
の
ノ
ー
ト
・
草

稿
類
の
整
理
の
な
か
で
発
見
さ
れ
た
、
一
九
四
七
年
に
旧
制
第
一
高
等
学
校
で

行
っ
た
政
治
学
講
義
の
原
稿
（
資
料
番
号
四
九
一
）
で
あ
る
。『
丸
山
眞
男
記
念
比

較
思
想
研
究
セ
ン
タ
ー
報
告
』
前
号
に
紹
介
し
た
、
同
年
一
一
月
三
、
五
両
日
に

早
稲
田
大
学
で
行
っ
た「
現
代
政
治
学
の
課
題
」（
資
料
番
号
三
四
八
｜
三
お
よ
び

三
八
七
）
と
時
期
を
同
じ
く
し
、
同
じ
年
の
春
に
発
表
さ
れ
た
「
科
学
と
し
て
の

政
治
学
」（『
人
文
』第
一
巻
二
号
、
一
九
四
七
年
六
月
、『
丸
山
眞
男
集
』第
三
巻
）

を
承
け
る
も
の
で
、
丸
山
眞
男
の
戦
後
初
期
に
お
け
る
新
し
い
政
治
学
の
構
想
を

示
す
も
の
と
し
て
興
味
深
い
内
容
で
あ
る
。
原
稿
自
体
に
は
、
冒
頭
に
「
第
一
高

等
学
校
講
義
｜
｜
政
治
学
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
字
体
と
イ
ン
キ
の
色
か
ら
推
し

て
、
講
義
の
折
に
原
稿
に
記
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
原
稿
が
収
め
ら
れ

て
い
た
封
筒
に
は
、
丸
山
の
自
筆
で
「
旧
制
第
一
高
等
学
校
に
お
け
る
政
治
学
講

義
草
稿
（
一
部
｜
｜
法
制
経
済
）」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
後
に
な
っ
て
丸
山
が
原
稿

を
整
理
す
る
折
に
つ
け
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

原
稿
は
、
コ
ク
ヨ
、
日
本
評
論
社
、
潮
流
社
、
山
吉
紙
、
学
納
寿
美
屋
製
、
東

京
女
子
大
学
原
稿
用
紙
な
ど
の
マ
ー
ク
が
つ
い
た
二
〇
〇
字
詰
原
稿
用
紙
一
三
六

枚
の
裏
に
書
か
れ
て
い
る
。

こ
の
講
義
に
は
、一
高
生
と
し
て
受
講
し
た
坂
本
義
和
の
貴
重
な
証
言
が
あ
る
。

「
私
が
は
じ
め
て
丸
山
先
生
の

咳
に
接
し
た
の
は
、
旧
制
一
高
の
一
九
四
七

年
前
期
の
特
別
講
義
だ
っ
た
。
天
野
貞
祐
校
長
の
も
と
で
誰
か
が
考
え
た
ら
し

く
、
社
会
科
学
の
片
鱗
を
学
ば
せ
よ
う
と
い
う
趣
旨
で
、
東
大
か
ら
四
人
の
講

師
が
招
か
れ
た
。
前
期
は
丸
山
眞
男
の
ほ
か
に
木
村
健
康
（
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
カ

ル
・
ラ
デ
ィ
カ
ル
ズ
の
思
想
）、後
期
は
岡
義
武（
フ
ラ
ン
ス
革
命
か
ら
ワ
イ
マ
ー

ル
共
和
国
ま
で
）
と
尾
高
朝
雄
（
ラ
ー
ト
ブ
ル
フ
の
法
思
想
）
の
諸
先
生
だ
っ

た
。
た
だ
し
、
学
期
の
順
序
は
逆
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
最
近
聞
い
た
と
こ

ろ
で
は
、
タ
ダ
同
然
の
謝
礼
で
の
出
講
だ
っ
た
と
の
こ
と
で
、
当
時
の
先
生
方

の
熱
意
が
う
か
が
わ
れ
る
。
事
実
ど
れ
も
教
室
に
熱
気
の
こ
も
る
、
新
鮮
な
講

義
だ
っ
た
。

そ
の
頃
の
私
は
、
終
戦
後
の
混
迷
の
な
か
で
、
自
分
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

を
模
索
し
て
悪
戦
苦
闘
し
て
い
た
。
そ
の
す
ぐ
れ
て
内
面
的
な
問
題
に
、
哲
学

を
支
え
と
し
て
内
面
的
に
取
組
ん
で
い
な
が
ら
、
な
に
か
生
産
的
で
な
い
袋
小

路
に
突
き
あ
た
っ
た
閉
塞
感
を
い
だ
い
て
い
た
。
そ
の
時
に
、
丸
山
先
生
の
講
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義
に
出
会
っ
た
。
先
生
は
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
支
配
の
正
統
性
の
三
類
型
に
つ
い
て

話
さ
れ
、
つ
づ
い
て
天
皇
制
の
明
晰
な
分
析
へ
と
講
義
を
進
め
ら
れ
た
。
私
は

カ
リ
ス
マ
と
い
う
言
葉
を
は
じ
め
、
新
し
い
知
識
を
え
た
が
、
そ
れ
は
や
や
副

次
的
な
こ
と
だ
っ
た
。

私
に
と
っ
て
最
大
の
発
見
は
、
内
面
的
な
問
題
が
、
社
会
と
歴
史
の
相
の
も

と
に
、
社
会
科
学
的
な
思
想
分
析
の
対
象
に
な
り
う
る
こ
と
を
知
っ
た
こ
と

だ
っ
た
。（
略
）そ
し
て
、
こ
う
い
う
こ
と
が
で
き
る
の
な
ら
、
文
学
部
で
は
な

く
法
学
部
に
行
こ
う
と
決
心
し
た
の
だ
か
ら
、
私
に
と
っ
て
は
重
大
発
見
だ
っ

た
の
で
あ
る
。」（「
醒
め
た
規
範
的
リ
ア
リ
ズ
ム
」、『
丸
山
眞
男
集
』第
五
巻
附

録
月
報
３
、
一
九
九
五
年
一
一
月
）

前
記
の
丸
山
自
筆
の
表
題
と
坂
本
の
回
想
か
ら
、
講
義
は
、
一
高
の
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
に
長
く
続
い
て
い
た
「
法
制
経
済
」
の
枠
を
使
っ
て
、
新
し
い
学
問
の
息
吹

き
を
伝
え
よ
う
と
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
環
で
、
丸
山
は
「
政
治
学
」
を
担
当
し

た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
開
講
時
期
に
つ
い
て
坂
本
は
「
前
期
」
と
し
た
上
で

「
学
期
の
順
序
は
逆
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
」
と
留
保
し
て
い
る
が
、
こ
の
点
は

後
期
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
す
な
わ
ち
、
丸
山
ゆ
か
里
夫
人
の
好
意
で
調
べ

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
丸
山
の
一
九
四
七
年
の
ポ
ケ
ッ
ト
・
ノ
ー
ト
に
は
、
九
月
三

〇
日
の
項
に
「
卒
業
式
、
午
後
一
高

フ
ァ
シ
ズ
ム
」
と
、
一
二
月
の
部
分
に
は

「
一
月
十
一
日
ま
で
一
高
休
み
」
と
あ
り
、
一
九
四
八
年
の
そ
れ
に
は
一
月
三
一

日
と
二
月
一
日
の
項
の
間
に「
一
高
の
試
験
の
こ
と
」、二
月
一
九
日
の
項
に
は「
一

高
レ
ポ
ー
ト
締
切
り
」
と
あ
る
。
一
九
四
七
年
後
期
の
講
義
で
あ
る
こ
と
が
わ
か

る
。

原
稿
は
二
回
の
講
演
で
あ
る
「
現
代
政
治
学
の
課
題
」
の
そ
れ
と
比
べ
て
、
一

学
期
間
に
わ
た
っ
て
い
る
た
め
か
、
や
や
整
理
が
悪
い
。

一

原
稿
に
欠
落
が
多
く
前
後
が
つ
な
が
ら
な
い
。

二

本
稿
作
製
の
過
程
で
、
詳
し
く
調
べ
た
と
こ
ろ
、
原
稿
の
欠
落
を
埋
め
る

と
思
わ
れ
る
、
二
・
三
枚
の
ま
と
ま
り
の
原
稿
断
片
が
数
点
発
見
さ
れ
た
。

三

錯
簡
が
あ
る
が
、
そ
の
全
て
を
特
定
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

四

し
た
が
っ
て
、
章
・
節
と
そ
れ
よ
り
下
の
項
目
を
示
す
数
の
表
示
が
つ
な

が
ら
な
い
。

五

文
字
に
判
読
が
難
し
い
も
の
が
あ
り
、
中
に
は
丸
山
独
自
の
簡
略
化
の
た

め
の
符
号
の
よ
う
な
も
の
も
見
ら
れ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
今
回
の
発
表
に
あ
た
っ
て
は
次
の
よ
う
な
要
領
で
原
稿
整
理
を

行
な
っ
た
。

一

欠
落
箇
所
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
を
埋
め
る
と
思
わ
れ
る
断
片
原
稿
を
挿
入

し
、
そ
の
箇
所
に
断
片
原
稿
の
資
料
番
号
を
記
し
た
。

二

錯
簡
に
つ
い
て
は
文
脈
と
原
稿
用
紙
と
か
ら
判
断
し
て
本
来
の
順
序
と
思

わ
れ
る
形
に
整
え
た
。

一
、
二
と
も
、
現
在
確
実
と
判
断
さ
れ
る
か
ぎ
り
の
整
理
に
と
ど
め
、
な

お
今
後
の
資
料
発
見
や
検
討
を
ま
っ
て
改
善
し
た
い
。

三

丸
山
の
加
筆
・
抹
消
の
結
果
に
従
っ
て
本
文
を
作
り
、
加
筆
・
抹
消
以
前

の
原
文
を
残
す
こ
と
は
し
な
い
。

四

原
稿
欄
外
に
記
さ
れ
た
記
入
は
「（
欄
外
）
…
…
」
と
し
て
本
文
の
行
間
に

組
み
入
れ
る
。
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五

史
料
か
ら
の
引
用
に
つ
い
て
は
、
丸
山
文
庫
の
手
沢
本
と
照
合
し
た
が
、

原
稿
中
の
丸
山
の
文
を
な
お
す
こ
と
は
し
な
か
っ
た
。

な
お
、
本
稿
準
備
の
過
程
で
「
日
本
に
お
け
る
政
治
学
の
発
達
（
メ
モ
・
草
稿
）

人
文
第
二
号
原
稿

早
稲
田
大
学
講
演
」
と
自
書
さ
れ
た
袋
に
二
〇
〇
字
詰
原
稿

用
紙
三
五
枚
の
原
稿
（
資
料
番
号
一
一
二
）
が
あ
る
の
に
気
付
い
た
。
丸
山
が
記

し
た
よ
う
に
「
科
学
と
し
て
の
政
治
学
」（『
人
文
』
第
二
号
）
と
『
セ
ン
タ
ー
報

告
』
前
号
に
載
せ
た
早
稲
田
大
学
講
演
「
現
代
政
治
学
の
課
題
」
の
た
め
の
原
稿

で
あ
ろ
う
が
、
一
高
政
治
学
講
義
の
序
論
部
分
に
用
い
ら
れ
た
可
能
性
も
考
え
ら

れ
る
。

本
篇
の
、丸
山
が
保
存
し
て
い
た
原
稿
の
原
型
は
Ｐ
Ｄ
Ｆ
で
閲
覧
可
能
で
あ
る
。

原
稿
の
読
解
と
整
理
は
、
川
口
雄
一
・
山
辺
春
彦
・
松
沢
弘
陽
が
協
力
し
て
行

な
い
、
解
説
は
三
人
の
議
論
を
ふ
ま
え
て
松
沢
が
担
当
し
た
。

― 73―


